
(57)【要約】

【課題】操作部から延出する超音波信号線案内管を細径

化することができて、操作部のハンドリング操作性を向

上させることができる超音波内視鏡を提供すること。

【解決手段】超音波プローブ７に接続された超音波信号

線９が内部に挿通配置されて外部の超音波信号処理装置

に対して接続される超音波信号コネクタ５が先端に設け

られた超音波信号線案内管３と、照明用のライトガイド

が内部に挿通配置されて外部の光源装置に対して接続さ

れるライトガイドコネクタ６が先端に設けられたライト

ガイド案内管４とが、挿入部１の基端に連結された操作

部２から延出配置された超音波内視鏡において、超音波

信号線案内管３を操作部２に対して連結及び分離自在に

構成すると共に、超音波信号線９を途中で接続及び分離

自在にする信号線コネクタ１０を操作部２に設けた。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
先 端 に 超 音 波 発 受 信 用 の 超 音 波 プ ロ ー ブ と 光 学 観 察 用 の 観 察 窓 と 照 明 窓 と が 併 設 さ れ た 挿
入 部 の 基 端 が 操 作 部 に 連 結 さ れ 、 さ ら に 上 記 操 作 部 か ら 、 上 記 超 音 波 プ ロ ー ブ に 入 出 力 さ
れ る 信 号 を 伝 送 す る た め の 超 音 波 信 号 線 が 内 部 に 挿 通 配 置 さ れ た 超 音 波 信 号 線 案 内 管 と 、
照 明 用 の ラ イ ト ガ イ ド が 内 部 に 挿 通 配 置 さ れ た ラ イ ト ガ イ ド 案 内 管 と が 延 出 配 置 さ れ 、 上
記 超 音 波 信 号 線 案 内 管 の 先 端 に は 外 部 の 超 音 波 信 号 処 理 装 置 に 対 し て 接 続 さ れ る 超 音 波 信
号 コ ネ ク タ が 設 け ら れ 、 上 記 ラ イ ト ガ イ ド 案 内 管 の 先 端 に は 外 部 の 光 源 装 置 に 対 し て 接 続
さ れ る ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ が 設 け ら れ た 超 音 波 内 視 鏡 に お い て 、
上 記 超 音 波 信 号 線 案 内 管 を 上 記 操 作 部 に 対 し て 連 結 及 び 分 離 自 在 に 構 成 す る と 共 に 、 上 記
超 音 波 信 号 線 を 途 中 で 接 続 及 び 分 離 自 在 に す る 信 号 線 コ ネ ク タ を 上 記 操 作 部 に 設 け た こ と
を 特 徴 と す る 超 音 波 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 超 音 波 信 号 線 案 内 管 が 、 上 記 超 音 波 信 号 線 を 挿 脱 自 在 な 空 間 が 内 部 に 確 保 さ れ て い な
い 太 さ で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ と 光 学 観 察 用 の 観 察 窓 と 照 明 窓 と が 挿 入 部 の 先 端 に 併 設 さ れ
た 超 音 波 内 視 鏡 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
図 ６ は 従 来 の 超 音 波 内 視 鏡 を 示 し て お り 、 挿 入 部 １ の 基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 部 ２ か ら 延 出
配 置 さ れ た 超 音 波 信 号 線 案 内 管 ３ と ラ イ ト ガ イ ド 案 内 管 ４ の 先 端 に 、 超 音 波 信 号 コ ネ ク タ
５ と ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ６ と が 取 り 付 け ら れ て い て 、 そ れ ら を 図 示 さ れ て い な い 外 部 の
超 音 波 信 号 処 理 装 置 と 光 源 装 置 と に 接 続 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ し て 、 挿 入 部 １ の 先 端 に 配 置 さ れ た 超 音 波 プ ロ ー ブ ７ に 一 端 が 接 続 さ れ た 超 音 波 信 号 線
９ が 、 挿 入 部 １ 内 か ら 操 作 部 ２ 内 を 通 り 、 さ ら に 超 音 波 信 号 線 案 内 管 ３ 内 を 通 っ て 超 音 波
信 号 コ ネ ク タ ５ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 述 の よ う に 超 音 波 内 視 鏡 の 操 作 部 ２ か ら は 、 挿 入 部 １ 、 ラ イ ト ガ イ ド 案 内 管 ４ 及 び 超 音
波 信 号 線 案 内 管 ３ の ３ 本 の 細 長 い 可 撓 管 が 延 出 し て い る が 、 そ の 中 で 超 音 波 信 号 線 案 内 管
３ が 最 も 長 く 形 成 さ れ て い る の が 普 通 で あ り 、 不 注 意 な 取 り 扱 い が さ れ た 場 合 等 は 、 超 音
波 信 号 線 案 内 管 ３ が 最 も 損 傷 を 受 け や す い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ こ で 超 音 波 信 号 線 案 内 管 ３ を 修 理 す る 場 合 に は 、 超 音 波 信 号 線 ９ を 超 音 波 コ ネ ク タ ５ と
の 接 続 部 で 切 断 し て 、 超 音 波 信 号 線 ９ を 操 作 部 ２ か ら 延 出 さ せ た 状 態 で 超 音 波 信 号 線 案 内
管 ３ を 操 作 部 ２ か ら 取 り 外 し て 交 換 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
し た が っ て 、 超 音 波 信 号 線 案 内 管 ３ 内 に は 分 解 時 と 再 組 み 立 て 時 の 両 方 の 時 に 超 音 波 信 号
線 ９ を 挿 脱 自 在 な 空 間 を 確 保 し て お く 必 要 が あ り 、 そ の た め に は 相 当 な 遊 び 空 間 が 必 要 な
の で 、 超 音 波 信 号 線 案 内 管 ３ の 径 が 太 く な っ て 操 作 部 ２ の ハ ン ド リ ン グ の 妨 げ に な っ て い
た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
そ こ で 本 発 明 は 、 操 作 部 か ら 延 出 す る 超 音 波 信 号 線 案 内 管 を 細 径 化 す る こ と が で き て 、 操
作 部 の ハ ン ド リ ン グ 操 作 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 超 音 波 内 視 鏡 を 提 供 す る こ と を 目 的
と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 超 音 波 内 視 鏡 は 、 先 端 に 超 音 波 発 受 信 用 の 超 音 波 プ
ロ ー ブ と 光 学 観 察 用 の 観 察 窓 と 照 明 窓 と が 併 設 さ れ た 挿 入 部 の 基 端 が 操 作 部 に 連 結 さ れ 、
さ ら に 操 作 部 か ら 、 超 音 波 プ ロ ー ブ に 入 出 力 さ れ る 信 号 を 伝 送 す る た め の 超 音 波 信 号 線 が
内 部 に 挿 通 配 置 さ れ た 超 音 波 信 号 線 案 内 管 と 、 照 明 用 の ラ イ ト ガ イ ド が 内 部 に 挿 通 配 置 さ
れ た ラ イ ト ガ イ ド 案 内 管 と が 延 出 配 置 さ れ 、 超 音 波 信 号 線 案 内 管 の 先 端 に は 外 部 の 超 音 波
信 号 処 理 装 置 に 対 し て 接 続 さ れ る 超 音 波 信 号 コ ネ ク タ が 設 け ら れ 、 ラ イ ト ガ イ ド 案 内 管 の
先 端 に は 外 部 の 光 源 装 置 に 対 し て 接 続 さ れ る ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ が 設 け ら れ た 超 音 波 内
視 鏡 に お い て 、 超 音 波 信 号 線 案 内 管 を 操 作 部 に 対 し て 連 結 及 び 分 離 自 在 に 構 成 す る と 共 に
、 超 音 波 信 号 線 を 途 中 で 接 続 及 び 分 離 自 在 に す る 信 号 線 コ ネ ク タ を 操 作 部 に 設 け た も の で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
な お 、 超 音 波 信 号 線 案 内 管 が 、 超 音 波 信 号 線 を 挿 脱 自 在 な 空 間 が 内 部 に 確 保 さ れ て い な い
太 さ で あ っ て も よ く 、 そ の よ う に す る こ と に よ り 超 音 波 信 号 線 案 内 管 を 細 径 化 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
図 ２ は 超 音 波 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 し て お り 、 可 撓 性 の 挿 入 部 １ の 基 端 が 操 作 部 ２ の 下 端
に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
操 作 部 ２ の 後 面 上 半 部 か ら は 、 共 に 可 撓 性 の 超 音 波 信 号 線 案 内 管 ３ と ラ イ ト ガ イ ド 案 内 管
４ が 延 出 配 置 さ れ て い て 、 超 音 波 信 号 線 案 内 管 ３ 内 に は 後 述 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ ７ に 入 出
力 さ れ る 超 音 波 信 号 を 伝 送 す る 超 音 波 信 号 線 ９ が 挿 通 配 置 さ れ 、 ラ イ ト ガ イ ド 案 内 管 ４ 内
に は 図 示 さ れ て い な い 照 明 用 の ラ イ ト ガ イ ド が 挿 通 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
そ し て 、 超 音 波 信 号 線 案 内 管 ３ の 先 端 に は 図 示 さ れ て い な い 外 部 の 超 音 波 信 号 処 理 装 置 に
接 続 さ れ る 超 音 波 信 号 コ ネ ク タ ５ が 取 り 付 け ら れ 、 ラ イ ト ガ イ ド 案 内 管 ４ の 先 端 に は 図 示
さ れ て い な い 外 部 の 光 源 装 置 に 接 続 さ れ る ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ６ が 取 り 付 け ら れ て い る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
超 音 波 信 号 線 案 内 管 ３ は 操 作 部 ２ に 対 し て 外 側 か ら 連 結 及 び 分 離 を す る こ と が で き る よ う
に 構 成 さ れ て お り 、 図 ３ は そ の 連 結 状 態 を 示 し 、 図 ４ は 分 離 状 態 を 示 し て い る 。 た だ し 、
内 部 に 挿 通 さ れ て い る 部 材 の 図 示 は 省 略 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
超 音 波 信 号 線 案 内 管 ３ は 、 例 え ば ス テ ン レ ス 鋼 帯 材 等 か ら な る 螺 旋 管 に ス テ ン レ ス 鋼 細 線
材 等 か ら な る 網 状 管 を 被 覆 し 、 さ ら に そ の 外 側 を 可 撓 性 チ ュ ー ブ で 被 覆 し て 構 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
そ の よ う な 超 音 波 信 号 線 案 内 管 ３ は 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 基 端 に 設 け ら れ て い る 基 端
連 結 口 金 ３ ａ を 固 定 ナ ッ ト ３ １ で 操 作 部 ２ の 操 作 部 フ レ ー ム ２ ａ に 押 圧 固 定 す る こ と に よ
り 、 操 作 部 ２ に 連 結 固 定 さ れ る 。 ２ ｂ は 操 作 部 カ バ ー 、 ３ ２ は テ ー パ 筒 状 の 折 れ 止 め で あ
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
そ し て 、 折 れ 止 め ３ ２ を 外 方 に ず ら し て 、 操 作 部 フ レ ー ム ２ ａ に 対 す る 固 定 ナ ッ ト ３ １ の
螺 合 を 緩 め れ ば 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 超 音 波 信 号 線 案 内 管 ３ が 操 作 部 ２ か ら 分 離 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ２ に 戻 っ て 、 挿 入 部 １ の 先 端 に 連 結 さ れ て い る 先 端 部 本 体 ８ に は 、 先 端 部 本 体 ８ を 環 状
に 囲 む よ う に 超 音 波 発 受 信 用 の 超 音 波 プ ロ ー ブ ７ が 取 り 付 け ら れ 、 先 端 部 本 体 ８ の 先 端 面
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８ ａ に は 光 学 観 察 の た め の 観 察 窓 と 照 明 窓 と が 並 ん で 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
超 音 波 プ ロ ー ブ ７ に 入 出 力 さ れ る 電 気 信 号 を 伝 送 す る た め に 超 音 波 プ ロ ー ブ ７ に 一 端 が 接
続 さ れ た 超 音 波 信 号 線 ９ は 、 挿 入 部 １ 内 か ら 操 作 部 ２ 内 を 通 り 、 さ ら に 超 音 波 信 号 線 案 内
管 ３ 内 を 通 っ て 超 音 波 信 号 コ ネ ク タ ５ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
た だ し 、 超 音 波 信 号 線 ９ は 操 作 部 ２ 内 に お い て 挿 入 部 側 信 号 線 ９ ａ と 案 内 管 側 信 号 線 ９ ｂ
と に 分 割 形 成 さ れ て い て 、 そ こ で 信 号 線 コ ネ ク タ １ ０ に よ っ て 挿 入 部 側 信 号 線 ９ ａ と 案 内
管 側 信 号 線 ９ ｂ と が 接 続 及 び 分 離 自 在 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ５ は そ の よ う な 信 号 線 コ ネ ク タ １ ０ の 一 例 を 示 し て お り 、 挿 入 部 側 信 号 線 ９ ａ の 端 部 に
取 り 付 け ら れ た 雌 側 コ ネ ク タ １ ０ ａ と 案 内 管 側 信 号 線 ９ ｂ の 端 部 に 取 り 付 け ら れ た 雄 側 コ
ネ ク タ １ ０ ｂ と が 連 結 ／ 分 離 自 在 に な っ て い る 。 た だ し 、 雄 雌 の 関 係 は 逆 で あ っ て も よ い
。
【 ０ ０ ２ １ 】
そ し て 、 雌 側 コ ネ ク タ １ ０ ａ と 雄 側 コ ネ ク タ １ ０ ｂ と を 連 結 す る と 、 各 々 に 設 け ら れ て い
る 多 数 の 接 点 １ １ ａ ， １ １ ｂ が 互 い に 接 触 し て 挿 入 部 側 信 号 線 ９ ａ と 案 内 管 側 信 号 線 ９ ｂ
と が 電 気 的 に 接 続 さ れ た 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
そ の よ う な 構 成 に よ り 、 超 音 波 信 号 線 案 内 管 ３ が 破 損 し て そ の 修 理 、 交 換 等 が 必 要 に な っ
た 場 合 に は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 超 音 波 信 号 線 ９ の 雌 側 コ ネ ク タ １ ０ ａ と 雄 側 コ ネ ク
タ １ ０ ｂ と を 分 離 し 、 超 音 波 信 号 線 案 内 管 ３ を 操 作 部 ２ か ら 取 り 外 す こ と に よ り 、 超 音 波
信 号 線 ９ の う ち の 案 内 管 側 信 号 線 ９ ｂ と 超 音 波 信 号 線 案 内 管 ３ と を 超 音 波 信 号 コ ネ ク タ ５
と 共 に 容 易 に ユ ニ ッ ト 交 換 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
し た が っ て 、 超 音 波 信 号 線 案 内 管 ３ に は 案 内 管 側 信 号 線 ９ ｂ を 挿 脱 自 在 に す る た め の 空 間
を 内 部 に 確 保 す る 必 要 が な い の で 、 超 音 波 信 号 線 案 内 管 ３ の 径 を 大 幅 に 細 径 化 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 操 作 部 か ら 延 出 す る 超 音 波 信 号 線 案 内 管 を 操 作 部 に 対 し て 連 結 及 び 分 離
自 在 に 構 成 す る と 共 に 、 超 音 波 信 号 線 を 途 中 で 接 続 及 び 分 離 自 在 に す る 信 号 線 コ ネ ク タ を
操 作 部 に 設 け た こ と に よ り 、 超 音 波 信 号 線 を 挿 脱 自 在 な 空 間 を 超 音 波 信 号 線 案 内 管 内 に 確
保 す る 必 要 が な い の で 、 超 音 波 信 号 線 案 内 管 を 大 幅 に 細 径 化 す る こ と が で き て 、 操 作 部 の
ハ ン ド リ ン グ 操 作 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 超 音 波 信 号 線 案 内 管 を ユ ニ ッ ト 交 換 す る 際 の 全
体 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 操 作 部 と 超 音 波 信 号 線 案 内 管 と の 連 結 部 の 部 分
側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 操 作 部 か ら 超 音 波 信 号 線 案 内 管 が 取 り 外 さ れ た
状 態 の 部 分 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 信 号 線 コ ネ ク タ の 分 離 状 態 の 略 示 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 超 音 波 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 挿 入 部
２ 　 操 作 部
３ 　 超 音 波 信 号 線 案 内 管
４ 　 ラ イ ト ガ イ ド 案 内 管
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５ 　 超 音 波 信 号 コ ネ ク タ
６ 　 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ
７ 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
９ 　 超 音 波 信 号 線
９ ａ 　 挿 入 部 側 信 号 線
９ ｂ 　 案 内 管 側 信 号 線
１ ０ 　 信 号 線 コ ネ ク タ
１ ０ ａ 　 雌 側 コ ネ ク タ
１ ０ ｂ 　 雄 側 コ ネ ク タ
３ １ 　 固 定 ナ ッ ト 10
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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